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ゼロエミッション電源のポテンシャル

苫東地域では 2050年において約1,300MW 電力量約2,400GWh以上の
ゼロエミッション電源の導入ポテンシャルが見込まれる
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再エネの需給バランス

既存の電力需要は既設メガソーラーでおおよそ賄える想定だが
グリーン水素製造・利用による電力供給安定等のために 更なる再エネ導入を目指す

▲現在の電力需要

再エネ発電量 需給バランス維持の方針
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▼電化後の電力需要

需要量

地域電力需要
を超えた分

新規需要家の
電力需要

既存需要家の
電力需要

• 余剰電力を活かし、水素製
造による電力安定供給や他
地域への販売を行う

• 産業誘致よる需要家の増加
に対し、再エネ発電設備を
増やす

• 既存の電力需要に対し 、現
時点ではFIT電源が利用でき
ないため、非FIT太陽光発電
を増やす

電化による
電力需要

• 既存需要家の産業プロセス
の電化に対し、再エネ発電
設備を増やす

太陽光(既設)

ゼロエミッション火力
バイオマス

風力
太陽光(新設)

再エネ需要量・導入量1 再エネ導入量 再エネ需給バランス再エネ需要量

3333
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導入候補エリア

既存需要家の多い臨空柏原と臨海臨港地域が
地域マイクログリッドの優先的な導入候補エリアである

地域マイクログリッド2

国道

河川

大規模需要家は特高受電しており、
高圧MGとの連系は難しい

未分譲地が存在するが、需要家は
少ない
埋蔵文化財包蔵地や林小班に設
定されている場所が多い

需要家が多く、オフサイトPPA及び
自営線・地域MG導入の適地
既存系統線は、空き容量が少なく、
利用が難しい

未分譲地が存在するが、需要家は
少ない

臨空柏原は高圧の需要家が多く、
当該地域の大規模需要家は特高
受電しており、MGの連系が難しい
臨空柏原に隣接しているが、国道
を挟むため、自営線の連系には地
中化が必要となり、費用がかかる

需要家が多く、オフサイトPPA及び
自営線・地域MG導入の適地
既存系統線は、空き容量が少なく、
利用が難しい

臨空柏原
臨空東

臨海西
臨海東

臨海北

臨海臨港

66kV線(既設特高)
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地産地消の再エネネットワークの構築

再エネ発電所と需要家の接続する電力ネットワークを少しずつ構築し それらを連結していく
ことで 地域全体に事業継続性のある再エネ供給網を作り上げることを目指す

イメージ

発電

送配電

小売

自営線ネットワークの整備＋配電ライセンス*

非FIT太陽光発電

部分供給

オフサイトPPA（既存系統か自営線を利用）

全量供給

卒FITメガソーラー
風力発電

ゼロエミッション火力

地域間の自営線

地産地消の太陽光導入 マイクログリッド拡張・配電ライセンス活用 電源の多様化
2035 20502022

苫東GX HUB構想4

*：旧一般送配電事業者の所有する配電網を新規参入者に譲渡または貸与し、その配電網を運用するための認可のこと
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苫東地域への産業誘致

安価な再エネを利用可能な送配電システムを構築し
苫東地域の魅力を高め 産業誘致を促進していく

メガソーラー

データーセンター
機械製造工場

石油備蓄基地

蓄電池ゼロエミッション火力

水電解装置

再エネを活用した産業振興3
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苫東GX HUB構想

地域のポテンシャルを活かした再エネ導入により 安価な再エネの使用環境を整えることで
苫東地域の産業地域としての魅力を高め 産業誘致を促進する

苫東GX HUB構想4

緑ライン：電力
赤ライン：ＣＯ２
青ライン：水素
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